
　重点目標一覧表（中間報告調書）
【令和2年度重点目標】

重点目標
期限・数値目標等

①

(1)年度内･定数確保

(2)年度内･配布枚数の5割の使用

②

(1)年度内･車両4台､小型動力ポンプ1台

(2)年度内･必要数量の更新､装備の充実

③

(1)年度内･修繕(改修)1件

(2)年度内･解体撤去3件

④

年度内･検討委員会での協議･検討を推進する。

重点目標
期限・数値目標等

①通年

(1)高齢者宅防火訪問　　160件

(2)防火講習会等　　　　150回

②通年

　防火・防災教育　　　 100回

③普通・上級救命講習受講者数：1,400人

重点目標
期限・数値目標等

①検討と諸課題への対応を継続実施する。

　特に関係市町村との協議を推進する。

②

(1)年度内

(2)年度内

(3)年度内

③

(1)年度内： 3回

(2)年度内：10回

(3)年度内：10回

(4)年度内： 3回

重点目標
期限・数値目標等

①年度内

※ 評価基準［◎：目標を上回る進捗］［○：目標どおり進捗］［△：未進捗の部分あり］［×：全て目標未進捗］

３

４

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①耐震性防火水槽の設置：4基（新田・野倉・長入・横尾） ①

新田　 8月11日：契約    11月30日完了予定

野倉　11月に契約予定

長入　10月に契約予定

横尾　 6月30日: 契約    12月3日完了予定

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①「時代に即した消防力のあり方」に関する検討と諸課題への対応 ①  5月15日：今後の更なる課題検討と目標達成のためにＷＧの組織を再編する。

 (2)関係機関との合同訓練 (2) 2回（緊援隊土砂災害機動支援部隊訓練、菅平ダム管理事務所合同訓練）

 (3)その他の広域内訓練 (3)16回（受援訓練9回、総合訓練場を使用しての訓練2回　等）

 (4)救急救命士合同訓練 (4) 0回（コロナ禍で感染防止を優先し所属単位での訓練に努めたが、収束の状況を見極めながら今後検討する。）

②消防車両等資機材の整備 ②

 (1)水槽付き消防ポンプ自動車の更新（東北署） (1)東北署　5月22日:契約　 納車期限：令和3年3月10日

 (2)高規格救急自動車の更新（川西署、依田窪南部署） (2)依田窪南部署　5月22日:契約　納車期限：令和3年3月10日、川西署来年度へ変更

 　 6月16日：第１回目のＷＧ全体会を開催し、課題等を共有して取り組みを開始する。

 (1)大規模訓練 (1) 0回（コロナ禍で感染防止を優先し所属単位での訓練に努めたが、収束の状況を見極めながら今後検討する。）

 (3)人員搬送兼資機材搬送車（消防本部総務課） (3)消防本部総務課　 6月17日:契約　9月1日納車

③広域連携訓練等の実施 ③

　　7月 3日：丸子消防署移転・新築に関する、丸子地域自治センター側との検討会議を行う。

２

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①市民・事業所への防火対策の推進 ①通年

 (1)高齢者への住宅防火対策の指導 (1)高齢者宅防火訪問　　　0件  【進捗度0％】

 (2)防火講習、各種訓練の開催 (2)防火講習会　　       15件　【進捗度10％】

　防火・防災教育　　　　10回　【進捗度10％】

代替えとして、各種メディアやeラーニング等を活用しての推進を試みた。

【毎月１回の定期開催（上田地域広域連合）の他、各団体からの依頼による

 講習会の実施】 ①～③いずれも、コロナ禍における感染防止の配慮から、思うような進捗が得られなかったが、

②幼少年への防火・防災知識の普及 ②通年

 (1)修繕 　・耐切創性手袋35双：8月4日契約・3月12日納入期限

 (2)解体撤去 ③合併協議調整事項に基づく器具庫等の整理

(1)真田1箇所(完了期限3月31日)

④「消防団体制の将来の在り方」について、検討委員会での協議・検討 (2)真田2箇所(完了)､武石(10月中に完了予定)

  市民への防火対策の推進及び応急手当の普及推進

②消防団車両等資機材の整備 (1)消防車両等資機材の更新

 (1)消防車両等資機材の更新 　・4台(消防ポンプ自動車2台6月25日議決、普通積載車1台5月7日契約、軽積載車1台5月7日契約)

 (2)安全確保のための装備品の配備   ・小型動力ポンプ1台5月7日契約　納入期限：消防ポンプ自動車3月10日、その他3月12日

(2)安全確保のための装備品の配備

③合併協議調整事項に基づく器具庫等の整理   ・切創防止用保護衣29着：8月4日契約・9月14日配備済み。

  常備消防力の充実・強化及び広域連携訓練の実施

  消防水利の充実・強化

担当部局名 消防部

１

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①消防団への加入促進、消防団員の確保（団員定数2,270人） ①消防団への加入促進、消防団員の確保

 (1)消防団活動の市民及び大学生等への周知及び理解による消防団員の確保、 (1)消防団員数2,013人(10月4日定数比充足率88.7％)

 (2)消防団員等応援事業等の実施による消防団員の福利厚生の増進 　 使用枚数428枚(9月末対前年比28.48％減・進捗度5.20％)

今年度の検討委員会は開催日調整中

  加入促進 (2)入浴料割引券の配布枚数8,224枚(9月末)

④令和元年度のあり方検討委員会の検討結果について、各分団に説明及び意見集約実施。

  消防団体制の充実・強化

③市民に対する応急手当の普及促進 ③受講者数 317人（進捗度 22.6％）：受講者数内訳（普通救命講習 317人、上級救命講習 0人：未開催）

②消防団車両等資機材の整備


